
　令和３年３月に策定した「中央区一般廃棄物処理基本計画2021（令和３（2021）～令和12（2030）年度

の10年間）」では、令和元（2019）年度の 101,808トンを基準年として、令和12（2030）年度までに家庭

ごみと事業系ごみを合わせて約17,318トン（約17％）減らし、84,491トンとする計画となっている。

１　削減目標

　①　令和12（2030）年度の家庭から排出される１人１日当たりのごみ量（燃やすごみ、燃やさないごみ、

　　粗大ごみ）を令和元（2019）年度約352グラムから約59グラム（約17％）削減し、約293グラムとする。

　②-１　令和12（2030）年度の事業用大規模建築物（延床面積3,000㎡以上）の再利用率を60％、事業用

　　 　建築物（延床面積1,000㎡以上3,000㎡未満）の再利用率を45％にそれぞれ引き上げる。

　②-２　令和12（2030）年度の事業系ごみ（区収集事業系ごみ・持込ごみ）の年間排出量を、令和元

　　 　（2019）年度80,301トンから19,448トン（約24％）削減し、60,853トンとする。

２　区収集ごみ量及び持込ごみ量実績

（単位：ｔ）

区　収　集　ご　み

燃やす 燃やさない 粗大 計

令和６（2024）年度 31,930 1,345 1,912 35,187 53,970 89,157

家　庭 18,232 781 1,912 20,925 - 20,925

事業系 13,698 564 - 14,262 53,970 68,232

※　区収集の家庭ごみと事業系分のごみ量については、「令和元年度中央区ごみ排出実態調査」から算出した以下

　の比率により按分した。

　　・家庭ごみ比率　（令和元年度調査結果）　燃やすごみが57.1％　燃やさないごみが58.1％

　　・事業系ごみ比率（令和元年度調査結果）　燃やすごみが42.9％　燃やさないごみが41.9％

３　削減目標①家庭ごみの１人１日当たりの排出量にみる数値目標の達成状況

　　令和６年度の排出量は、基準年に対し12.8％の減少であり、令和６年度の目標を上回る結果となった。

（単位：g/人日）

（中間目標値）  （目標値） 

区分
元年度
（2019）

２年度
（2020）

３年度
（2021）

４年度
（2022）

５年度
（2023）

６年度
（2024）

７年度
（2025）

１２年度
（2030）

352 347 341 335 329 323 318 293

基準年 △1.4% △3.1% △4.8% △6.5% △8.2% △9.7% △16.8%

352 347 342 332 320 307

基準年 △1.4% △2.8% △5.7% △9.1% △12.8%

8.5% 16.9% 33.9% 54.2% 76.3%

※　増減率は基準年に対してのもの。

※　各年度ごとの目標値は、令和７（2025）年度中間目標値までの削減量を平準化して設定している。

※　進捗率＝（各年度実績値－基準年値）÷（令和12（2030）年度目標値－基準年値）

持込ごみ区　分 総量

中央区一般廃棄物処理基本計画2021の進捗状況について

内　容

目標値

増減率（目標）

実　績

増減率（実績）

進捗率

家庭
ごみ

資料２

－1－



４　事業用大規模建築物（延床面積3,000㎡以上）から排出される可燃ごみ量

（単位：ｔ）

59,880 （令和元年度：69,787ｔ）

※　事業用建築物（延床面積1,000㎡以上3,000㎡未満）の排出量は含まれていない。

５　削減目標②－１事業用大規模建築物（延床面積3,000㎡以上）・事業用建築物（延床面積1,000㎡以上

　3,000㎡未満）の再利用率にみる数値目標の達成状況

　　令和６年度の再利用率は、基準年に対し事業用大規模建築物は13.6％、事業用建築物は22.0％の減少

　であり、ともに令和６年度の目標を下回る結果となった。

（中間目標値）  （目標値） 

区分
元年度
（2019）

２年度
（2020）

３年度
（2021）

４年度
（2022）

５年度
（2023）

６年度
（2024）

７年度
（2025）

１２年度
（2030）

53.0% 53.5% 54.1% 54.7% 55.3% 55.9% 56.5% 60.0%

基準年 0.9% 2.1% 3.2% 4.3% 5.5% 6.6% 13.2%

53.0% 55.5% 52.6% 48.5% 47.2% 45.8%

基準年 4.7% △0.8% △8.5% △10.9% △13.6%

35.7% △5.7% △64.3% △82.9% △102.9%

35.9% 36.6% 37.4% 38.2% 39.0% 39.8% 40.5% 45.0%

基準年 1.9% 4.2% 6.4% 8.6% 10.9% 12.8% 25.3%

35.9% 36.4% 34.4% 33.3% 29.6% 28.0%

基準年 1.4% △4.2% △7.2% △17.5% △22.0%

5.5% △16.5% △28.6% △69.2% △86.8%

※　増減率は基準年に対してのもの。

※　各年度ごとの目標値は、令和７（2025）年度中間目標値までの削減量を平準化して設定している。

※　進捗率＝（各年度実績値－基準年値）÷（令和12（2030）年度目標値－基準年値）

６　削減目標②－２事業系ごみの年間排出量にみる数値目標の達成状況

　　令和６年度の排出量は、基準年に対し15.0％の減少であり、令和６年度の目標を上回る結果となった。

（単位：ｔ）

（中間目標値）  （目標値） 

区分
元年度
（2019）

２年度
（2020）

３年度
（2021）

４年度
（2022）

５年度
（2023）

６年度
（2024）

７年度
（2025）

１２年度
（2030）

80,301 78,242 76,183 74,124 72,065 70,006 67,948 60,853

基準年 △2.6% △5.1% △7.7% △10.3% △12.8% △15.4% △24.2%

80,301 57,359 59,756 65,360 67,140 68,232

基準年 △28.6% △25.6% △18.6% △16.4% △15.0%

118.0% 105.6% 76.8% 67.7% 62.1%

※　増減率は基準年に対してのもの。

※　各年度ごとの目標値は、令和７年度中間目標値までの削減量を平準化して設定している。

※　進捗率＝（各年度実績値－基準年値）÷（令和12（2030）年度目標値－基準年値）

７　目標実現に向けた主な取組の状況

（１）情報発信の充実

①　啓発冊子の発行

　・清掃・リサイクルハンドブック（一般用）（令和７年３月発行・隔年）　2,300部

　・事業者の皆さんへ（事業者用）（令和６年５月発行）　1,000部

増減率（実績）

目標値

増減率（目標）

実　績

増減率（実績）

内　容

事業系
ごみ

進捗率

進捗率

事業用
大規模
建築物

進捗率

事業用
建築物

令和６（2024）年度　可燃ごみ量

目標値

増減率（目標）

実　績

増減率（実績）

内　容

目標値

増減率（目標）

実　績
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②　ごみ分別案内チャットボットの導入

(単位：語)

元年度
（2019）

２年度
（2020）

３年度
（2021）

４年度
（2022）

５年度
（2023）

６年度
（2024）

- - - 11,689 20,629 26,669

- - - 基準年 76.5% 128.2%

※　増減率は基準年に対してのもの。

※　令和４年７月から実施したため、令和４年度を基準年とする。

●　令和６年度中央区ごみ排出実態調査（区民アンケート）において、ごみ発生抑制行動の状況調査を

　実施した。（資料４「３　区民アンケート調査の結果について」の（３）参照）

（２）食品ロスの削減

①　イベント等での啓発活動

(単位：回)

元年度
（2019）

２年度
（2020）

３年度
（2021）

４年度
（2022）

５年度
（2023）

６年度
（2024）

2 0 0 3 2 4

基準年 △100.0% △100.0% 50.0% 0.0% 100.0%
エコまつ
り、清掃リ
サイクル講
演会

エコまつ
り、清掃リ
サイクル講
演会、
パネル展
示

エコまつ
り、食の安
全・安心講
習会

エコまつ
り、清掃リ
サイクル講
演会、パネ
ル展示、食
の安全・安
心講習会

※　増減率は基準年に対してのもの。

※　令和２・３年度のエコまつり・清掃リサイクル講演会は新型コロナウイルス感染症の感染拡大により中止。

②　フードドライブの実施

(単位：kg)

元年度
（2019）

２年度
（2020）

３年度
（2021）

４年度
（2022）

５年度
（2023）

６年度
（2024）

- 581 857 1,680 1,140 726

- 基準年 47.5% 189.2% 96.2% 25.0%

※　増減率は基準年に対してのもの。

※　令和２年８月、中央清掃事務所に常設窓口を設置。令和３年１月、本庁舎及び日本橋・月島両特別出張所に設

　置。令和４年２月、ダイエー月島店に設置。

※　令和元年度は実施していないため、令和２年度を基準年とする。

※　令和５年度から環境情報センター「エコノバ」及びリサイクルハウスかざぐるま八丁堀・箱崎町に常設窓口を

　設置。

※　令和６年度から晴海特別出張所及び無印良品銀座店に常設窓口を設置。

③　ちゅうおう食べきり協力店の実施

(単位：店)

元年度
（2019）

２年度
（2020）

３年度
（2021）

４年度
（2022）

５年度
（2023）

６年度
（2024）

- - - 6 1 2

- - - 6 7 9

- - - 基準年 16.7% 50.0%

※　増減率は基準年に対してのもの。

※　令和４年10月から実施したため、令和４年度を基準年とする。

増減率

項　目

新規登録店舗数

増減率

増減率

内　容

項　目

回収量

増減率

項　目

回　数

累計登録店舗数

項　目

入力単語数
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●　令和６年度中央区ごみ排出実態調査（区民アンケート調査）において、食品ロス削減行動の状況調

　査を実施した。（資料４「３　区民アンケート調査の結果について」の（３）参照）

（３）使い捨てプラスチック類の削減

●　令和６年度中央区ごみ排出実態調査（区民アンケート調査）において、使い捨てプラスチック類の

　削減状況調査を実施した。（資料４「３　区民アンケート調査の結果について」の（３）参照）

（４）紙類の分別の徹底

①　雑誌・雑紙の回収実績

(単位：kg)

元年度
（2019）

２年度
（2020）

３年度
（2021）

４年度
（2022）

５年度
（2023）

６年度
（2024）

893,465 909,325 846,695 849,105 861,310 864,210

基準年 1.8% △5.2% △5.0% △3.6% △3.3%

※　増減率は基準年に対してのもの。

●　令和６年度中央区ごみ排出実態調査（組成分析調査）において、雑誌・雑紙の回収状況調査を実施

　した。（資料４「２　家庭ごみ組成分析調査の結果について」の（５）参照）

②　清掃リサイクル学習（旧：環境学習）の実施

(単位：件)

元年度
（2019）

２年度
（2020）

３年度
（2021）

４年度
（2022）

５年度
（2023）

６年度
（2024）

1 0 0 4 3 3

9 0 0 3 7 8

11 0 0 0 2 4

21 0 0 7 12 15

基準年 △100.0% △100.0% △66.7% △42.9% △28.6%

※　増減率は基準年に対してのもの。

※　令和２・３年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大により中止。令和４年度の再開時から名称

　を「清掃リサイクル学習」へ変更した。

（５）プラスチック製容器包装などの分別の徹底

①　プラスチック製容器包装の回収実績

(単位：kg)

元年度
（2019）

２年度
（2020）

３年度
（2021）

４年度
（2022）

５年度
（2023）

６年度
（2024）

527,830 595,600 631,650 623,210 609,930 613,420

基準年 12.8% 19.7% 18.1% 15.6% 16.2%

※　増減率は基準年に対してのもの。

②　金属製のなべ・やかん・フライパンの回収実績

(単位：kg)

元年度
（2019）

２年度
（2020）

３年度
（2021）

４年度
（2022）

５年度
（2023）

６年度
（2024）

7,890 9,300 9,510 9,140 9,490 9,530

基準年 17.9% 20.5% 15.8% 20.3% 20.8%

※　増減率は基準年に対してのもの。

項　目

回収量

増減率

保育園

合　計

増減率

項　目

回収量

増減率

回収量

増減率

項　目

小学校

幼稚園

項　目
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③　布類の回収実績

(単位：kg)

元年度
（2019）

２年度
（2020）

３年度
（2021）

４年度
（2022）

５年度
（2023）

６年度
（2024）

64,680 14,975 57,460 62,360 62,711 62,945

43,413 23,598 14,680 12,870 8,330 10,760

108,093 38,573 72,140 75,230 71,041 73,705

基準年 △64.3% △33.3% △30.4% △34.3% △31.8%

※　増減率は基準年に対してのもの。

●　令和４年４月からプラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律が施行され、プラスチック使

　用製品廃棄物の分別収集に努めることとなったため、令和６年度中央区ごみ排出実態調査（組成分析

　調査）において、燃やすごみ・燃やさないごみに含まれる資源化可能な製品プラスチックの排出量の

　調査を実施した。（資料４「２　家庭ごみ組成分析調査の結果について」の（６）参照）

（６）事業用大規模建築物・事業用建築物への指導・助言の充実

①　事業所立入検査の実施

(単位：件)

元年度
（2019）

２年度
（2020）

３年度
（2021）

４年度
（2022）

５年度
（2023）

６年度
（2024）

1,100 1,063 1,071 1,064 1,067 1,061

306 22 54 220 267 273

27.8% 2.1% 5.0% 20.7% 25.0% 25.7%

基準年 △92.6% △81.9% △25.7% △10.0% △7.5%

5 35 0 6 1 15 19

4 174 16 16 6 85 87

3 67 1 15 50 56 66

2 23 3 16 130 102 90

1 7 2 1 33 9 11

1,298 1,212 1,198 1,199 1,278 803

90 8 6 48 62 0

6.9% 0.7% 0.5% 4.0% 4.9% 0.0%

基準年 △90.5% △92.8% △42.3% △30.0% △100.0%

5 0 0 0 0 0 0

4 0 1 3 7 0 0

3 9 4 3 28 16 0

2 74 2 0 11 17 0

1 7 1 0 2 29 0

※　増減率は基準年に対してのもの。

※　増減率は端数処理のため、表内の数値のみで計算した結果と一致しないことがある。

※　令和２・３年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により検査を控えたため、件数は減少している。

※　令和６年度の事業用建築物については、登録情報の確認及び精査を行ったため、立入検査を行っていない。

※　適正処理・発生抑制・手元分別・保管場所・廃棄物管理責任者等の区分ごとに採点を行い、評価している。

　（44～50点：５　　34～43点：４　　24～33点：３　16～23点：２　０～15点：１）

事業用
建築物

対象建築物数

立入検査件数

検査の割合

増減率（検査）

評価

合　計

増減率

事業用
大規模
建築物

対象建築物数

立入検査件数

検査の割合

増減率（検査）

評価

項　目

項　目

拠点回収量

集団回収量
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②　廃棄物管理責任者講習会の実施

(単位：回)

元年度
（2019）

２年度
（2020）

３年度
（2021）

４年度
（2022）

５年度
（2023）

６年度
（2024）

2 0 1 2 2 2

基準年 △100.0% △50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

※　増減率は基準年に対してのもの。

※　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、令和２年度は中止し、令和３年度は書面開催とした。

（７）小規模事業所への排出指導の充実

①　ふれあい指導の実施

(単位：件)

元年度
（2019）

２年度
（2020）

３年度
（2021）

４年度
（2022）

５年度
（2023）

６年度
（2024）

- 6,323 7,518 5,681 5,335 4,940

- 基準年 18.9% △10.2% △15.6% △21.9%

※　増減率は基準年に対してのもの。

※　件数は指導件数及び対応件数の合計とする。

※　令和２年度から集計を開始したため、令和２年度を基準年とする。

（８）食品廃棄物の削減

①　生ごみの発生量、再利用量及び再利用率の実績

元年度
（2019）

２年度
（2020）

３年度
（2021）

４年度
（2022）

５年度
（2023）

６年度
（2024）

1,100 1,063 1,071 1,064 1,067 1,061

960 952 955 981 986 980

16,412 10,273 11,145 13,323 13,446 13,828

3,502 2,479 2,942 3,018 3,496 3,460

21.3% 24.1% 26.4% 22.7% 26.0% 25.0%

基準年 13.1% 23.7% 6.1% 21.8% 17.3%

1,298 1,212 1,198 1,199 1,278 803

793 709 775 758 716 701

3,377 2,119 2,005 2,394 2,759 2,742

182 64 65 52 55 48

5.4% 3.0% 3.2% 2.2% 2.0% 1.8%

基準年 △44.1% △39.9% △59.8% △63.1% △67.6%

※　増減率は基準年に対してのもの。

※　再利用率及び増減率は端数処理のため、表内の数値のみで計算した結果と一致しないことがある。

（９）安心・安全なごみ収集・資源回収のありかたの検討

①　ふれあい収集の実施

(単位：世帯)

元年度
（2019）

２年度
（2020）

３年度
（2021）

４年度
（2022）

５年度
（2023）

６年度
（2024）

95 92 87 76 75 88

基準年 △3.2% △8.4% △20.0% △21.1% △7.4%

※　増減率は基準年に対してのもの。

※　世帯数は、各年度の末日現在の対象世帯数とする。

項  目

増減率

事業用
大規模
建築物

世帯数

増減率

事業用
建築物

対象建築物数（件）

再利用量（ｔ）

再利用率

増減率（再利用率）

対象建築物数（件）

再利用量（ｔ）

再利用率

増減率（再利用率）

項　目

発生量（ｔ）

発生量（ｔ）

項  目

回  数

増減率

項　目

件　数

実績報告数（件）

実績報告数（件）

－6－



（10）区民・事業者等との交流・連携の促進

①　リサイクルハウスかざぐるまの利用実績

元年度
（2019）

２年度
（2020）

３年度
（2021）

４年度
（2022）

５年度
（2023）

６年度
（2024）

39,602 22,685 23,138 36,645 28,963 28,572

出品者数（人） 11,991 6,744 6,100 10,290 7,665 7,928

展示数（点） 57,668 32,293 29,127 49,025 36,510 37,552

販売点数（点） 34,849 17,301 16,795 28,187 21,448 22,140

24,309 14,806 14,478 24,533 27,693 32,208

出品者数（人） 6,322 3,682 3,567 6,217 7,032 7,266

展示数（点） 40,223 24,323 23,830 42,112 46,776 48,532

販売点数（点） 23,094 13,858 13,667 23,766 27,332 29,246

63,911 37,491 37,616 61,178 56,656 60,780

基準年 △41.3% △41.1% △4.3% △11.4% △4.9%

出品者数（人） 18,313 10,426 9,667 16,507 14,697 15,194

展示数（点） 97,891 56,616 52,957 91,137 83,286 86,084

販売点数（点） 57,943 31,159 30,462 51,953 48,780 51,386

増減率（販売点数） 基準年 △46.2% △47.4% △10.3% △15.8% △11.3%

※　増減率は基準年に対してのもの。

※　令和２・３年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、休館や利用時間の短縮を行った。

※　リサイクルハウスかざぐるま明石町は令和５年９月に京華スクエアへ移転し、名称を「リサイクルハウスかざ

　ぐるま八丁堀」に変更した。

②　環境情報センター「エコノバ」の来館者数

(単位：人)

元年度
（2019）

２年度
（2020）

３年度
（2021）

４年度
（2022）

５年度
（2023）

６年度
（2024）

29,663 6,903 9,667 14,165 26,469 24,794

基準年 △76.7% △67.4% △52.2% △10.8% △16.4%

※　増減率は基準年に対してのもの。

※　令和２・３年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、休館や利用時間の短縮を行った

　ほか、講座などを一部中止した。

【参考】人口の推移（各年10月１日実績）

（単位：人）

元年度
（2019）

２年度
（2020）

３年度
（2021）

４年度
（2022）

５年度
（2023）

６年度
（2024）

158,791 161,919 163,226 164,331 165,826 174,238

8,312 8,204 8,175 9,074 10,156 12,258

167,103 170,123 171,401 173,405 175,982 186,496

基準年 1.8% 2.6% 3.8% 5.3% 11.6%

箱崎町 不用品
販売状況

八丁堀
（明石町） 不用品

販売状況

来館者数（人）

項　目

来館者数（人）

増減率

項  目

来館者数

増減率

人　口

外国人人口

合　計

合　計
不用品

販売状況

来館者数（人）

増減率
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